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meni gūsade baicaci, usin / bargiyahakū turgunde angga sulfame 
genehe urse hehe juse 
我が旗で調べたところ、収穫がなかったために暮らしを立て
るために去った民、女子供
suwaliyame / orin emu, hūsun durime genehe niyalma jakūn 
ukaka niyalma ninju / uyun, 
合わせて 21人、傭われて行った者 8名、逃亡した者 69名、
 4）中国第一歴史档案館蔵「黒龍江将軍衙門檔案」、東京外国語大学アジア・
アフリカ言語文化研究所蔵マイクロフィルム、No.13、乾隆 Micro/M8990/
AA研、 檔 案 番 号23-1740 （70-78）、abkai wehiyehe i sunjaci aniya nadan 
biyaci jorgon biyade isibume, sahaliyan ula mergen hulun buir meiren i janggin, 
butha hūlan, giyamun i hafasai baci isinjiha bithe be ejeme araha dangse.
岡　洋樹24
uheri uyunju jakūn anggala niyalma, uttu be dahame jiyanggiyūn 
/ yamun ci harangga 
合わせて 98口の者である。これゆえに、将軍衙門より所轄の






























































例えば、乾隆 21（1756）年 2月 18日に帰化城トゥメド旗で牛 1頭
を盗んだドンドヴは、幼い頃にオルドスのダラド旗を出たことは覚え
ていたが、所属佐領は知らなかった。成人年齢を 16歳とすると、当時
32歳の彼の放浪生活は 16年以上に及んだわけである 7）。乾隆 37（1772）
年 2月 25日夜、ドゥルベンフーヘド旗で、馬 2頭を盗んだ犯人の一人
ナスト（33歳）も、幼い頃に両親を亡くし、自分の所属旗を知らない
まま、帰化城トゥメド旗のシレート寺のハラシャビ（寺院の世俗属民）





























































































あった 13）。乾隆 12（1747）8月 17日にチチハル近郊のバルチカ村で馬
などを盗んだジャライド旗のトクトニフは、チチハルに働きに来て、
仕事が終わり家に戻る途中で犯行に及んだ 14）。乾隆 20（1755）年 11月
25日、チチハル城で牛を盗んだジャライド旗のアブラルは、四日前
に家を出て仕事を探しに行く途中の村で盗みを働いている 15）。乾隆 57
（1792）年 11月 14日にモーヒン（茂興）駅站で馬 7頭を盗んだホルチ
ン・トシェート親王旗のオボシ（38歳）は、5日に仕事を探しに伯都
訥に来たが、傭ってくれる者が見つからず、やむなく家に戻る途中犯行















隆 38（1773）年 7月 28日、共犯 Lii Yūngと共にトゥメド・ダルハン貝
勒旗で馬 3頭を盗んだ同旗章京の家人ホーシェン（37歳）は、1年前
に叔父のジュルと逃亡し、錦州孟家屯に住む自分の壻の家に滞在して






























































































家畜窃盗犯の中には、しばしば自分を所属旗で「家人 boo i niyalma」
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